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【目的】 

長期の高脂肪食摂取により、過剰なエネルギーがトリアシル

グリセロールとして脂肪組織に蓄えられるため、脂肪組織が肥

大し、肥満となることはよく知られている。トリアシルグリセ

ロールが完全に３分子の脂肪酸とグリセロールにまで分解され

るには、脂肪細胞特異的トリグリセリドリパーゼ(Adipocyte 

Triglyceride Lipase; ATGL) 、ホルモン感受性リパーゼ

(Hormone-Sensitive Lipase; HSL)、およびモノグリセリドリパ

ーゼ(Monoglyceride Lipase; MGL)が段階的に作用することが

必要であることが報告されている。 

脂肪が蓄積することで、インスリン抵抗性が惹起されること、

血圧上昇、動脈硬化など、発生する問題は多い。脂肪の蓄積に

よる身体への悪影響を抑えるため、適応として脂肪分解反応が

増えると考えられる。そこで、本研究では、脂肪分解酵素であ

る ATGL、HSL、MGL は、普通食群と比較し、より脂肪が蓄

積しているであろう高脂肪食群により多く発現するかについて、

実験動物を用いて検討することを目的とした。 

 

【方法】 

実験動物として、４週齢の Wister 系雄性ラット（80～100ｇ）

を 12 匹用いた。ラットは普通食摂取群と高脂肪食摂取群に各群

6 匹ずつ、無作為に分け、4週間飼育した。普通食摂取群の飼料

は一般粉末飼料を、高脂肪食摂取群はエネルギー比で脂質の割

合が全体の 50％となるように設定した高脂肪食を、両群とも自

由摂取で与えた。飲水は、両群とも水道水を用い、自由摂取と

した。4 週間の飼育終了後の翌日に解剖を行った。解剖時には

体重測定と採血を行った後、ATGL、HSL、MGL の発現量を測

定するため、サンプルとして副睾丸脂肪を採取した。 

 

【結果】 

 解剖時の体重は、普通食摂取群と高脂肪食摂取群の間に有意

な差は認められなかった。内臓脂肪量は、高脂肪食摂取群では

普通食摂取群に対して有意に高い値を示した(p<0.05)。血清遊

離脂肪酸濃度は、普通食摂取群の 0.28mEq/L に対し、高脂肪

食摂取群では 0.44mEq/L (p<0.05)と有意に高い値を示した。副

睾丸脂肪組織における ATGL 発現量は、高脂肪食摂取群が普通

食摂取群に比べ、17.8％有意に高い値を示した(p<0.05)。一方

HSL、MGL 発現量は、普通食摂取群と高脂肪食摂取群の間に

有意な差は認められなかった。 

 

【考察】 

 本研究により、4 週間の高脂肪食摂取により、ATGL 発現量

は増加する一方、HSL、MGL 発現量は変化がないことが明ら

かになった(図 1)。ATGL 発現量が増加したのは、高脂肪食摂取

群のラットの脂肪の蓄積による身体への悪影響を抑えるため、

適応として脂肪分解反応を増やす必要があるためではないかと

考えられる。HSL 発現量に変化は見られなかったが、Joshua et 

al.(1999)は、2 ヶ月、6 ヶ月の長期高脂肪食摂取では HSL 発現

量は大幅に増加したことを報告しており、高脂肪食を摂取する

期間と HSL 発現量には相関があることを示唆している。MGL

発現量に変化がなかったことは、HSL 発現量に依存している可

能性があることが示唆された。 

 また、高脂肪食摂取群では、脂肪分解を高める ATGL が増加

しているにも関わらず、内臓脂肪量も多いことが明らかになっ

た。島袋ら(2000)は、長期の高脂肪食摂取により脂肪が蓄積す

ることで肥満になると、食欲を抑制しエネルギー消費を増大さ

せる作用を持つレプチンの受容体に異常をきたすことを示唆し

ている。このことから、レプチンの受容体変異により食欲が促

進され、カロリーを過剰に摂取し、脂肪の合成が脂肪分解速度

を上回ってしまうことが考えられる。また、レプチン抵抗性が

引 き 金 と な っ て 引 き 起 こ さ れ る イ ン ス リ ン 抵 抗 性

(S p i e g e l m a n  e t  a l .  1 9 9 6 )も、要因として考えられる。イ

ンスリン抵抗性は、脂肪の蓄積とインスリン抵抗性の悪化を促

進するという悪循環をもたらすことが分かっており(中山伸朗

http://www.saitama-med.ac.jp/lecture/materials/61-H2205-2.

pdf)、肥満により惹起されたインスリン抵抗性が、脂肪の蓄積

を促進する可能性が示唆された。 

 

 

 

図 1 4 週間の高脂肪食摂取が、ラットの脂肪組織の脂肪分

解関連酵素発現量に及ぼす影響 

 


